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総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
3
常
任
委
員
会
は
、

毎
年
他
市
町
村
の
先
進
事
例
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
　
年
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

21

（
　
㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

12

14

常 任 委 員 会 リ ポ ー ト

総　　務　
総
務
常
任
委
員
会
（
道
又
秀

悦
委
員
長
）
は
、　

月
6
日
に

11

宮
城
県
柴
田
郡
 大
  河
  原
 町
を
訪

お
お
 が
わ
 
ら

ね
「
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
」

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
大
河
原
町
は
、
平
成
　
年
度

17

に
ス
タ
ー
ト
し
た
行
政
改
革
で
、

管
理
型
の
行
政
運
営
か
ら
民
間

の
経
営
発
想
・
手
法
を
取
り
入

れ
た
経
営
型
へ
と
転
換
さ
せ
る

た
め
「
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

わ
か
り
や
す
い
組
織
」「
組
織
機

構
の
簡
素
化
と
組
織
目
的
の
明

確
化
」「
組
織
の
ス
リ
ム
化
」

を
基
本
と
し
て
改
革
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
政
策
と
財
政
の
整
合
性
を
図

る
た
め
「
企
画
課
」
を
「
企
画

財
政
課
」
に
改
め
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
総
務

課
内
に
「
安
全
対
策
室
」
を
設

置
。
次
世
代
育
成
な
ど
の
充
実

を
図
る
た
め「
子
ど
も
家
庭
課
」

を
新
設
。
新
た
な
視
点
に
立
っ

た
地
域
起
こ
し
に
取
り
組
む
た

め「
産
業
振
興
課
」を
設
置
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
生
活
基
盤
の
事

業
展
開
を
図
る
た
め
「
地
域
整

備
課
」
を
設
置
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
な
ど
、
災
害
に
強
い

体
制
の
整
備
と
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
組
織
に
す
る
た
め
、「
上

下
水
道
課
」
を
設
置
。
住
民
の

多
様
化
す
る
需
要
に
対
す
る
機

会
を
提
供
す
る
た
め
「
生
涯
学

習
課
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
、
　15

課
1
室
4
局
　
係
あ
っ
た
も
の

42

が
、　

年
4
月
に
は
　
課
4
局

21

12

　
係
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

45　
中
で
も
注
目
さ
れ
る
点
は

「
子
ど
も
家
庭
課
」の
新
設
で
す
。

少
子
化
対
策
、
児
童
虐
待
、
次

世
代
育
成
な
ど
の
充
実
の
た
め
、

介
護
保
険
制
度
創
設
に
よ
り
肥

大
化
し
た
健
康
福
祉
課
か
ら
、

子
ど
も
家
庭
課
へ
児
童
関
係
の

業
務
を
集
中
し
、
子
育
て
支
援

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
も
行
政
組
織
・
機
構
の

改
革
を
行
っ
て
お
り
、
職
員
の

削
減
は
「
定
員
適
正
化
計
画
」

の
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
ま

す
が
、
組
織
の
合
理
化
に
よ
る

課
の
統
廃
合
は
、
課
の
名
称
や

組
織
の
簡
素
・
合
理
化
に
つ
い
て
調
査

規
模
な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
目
か
ら

分
か
り
に
く
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
大
河
原
町
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
本
町
に
も
生
か
せ
る
も

の
で
あ
り
、
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

総務・教育民生合同で視察を行いました（宮城県大河原町）

（12）


